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多様な人財が活躍する組織を目指して 

～男性の育休目標を「15日以上の取得率 100%」に引き上げ～ 
 

 株式会社日本触媒（本社：大阪市中央区、社長：野田和宏、以下「日本触媒」）は、2024年度末まで

の男性の育児休職  目標を、現行の「取得率 30%以上」から「15日以上の取得率 100%」へ引き上げま

す。 

 2022 年 10 月に施行された育児・介護休業法の改正に伴い、男性が育児休職を取得しやすい制度の

整備や取得率向上に対する機運が高まっており、日本触媒では、休職期間のうち暦日 15日以内を有給

休暇とする「出生時育児休職」制度を新設しました。 

 その結果、日本触媒の男性育児休職取得率の実績は、2022年度には 51％となり、2022年度から 2024

年度までの中期経営計画「TechnoAmenity for the future -Ⅰ」で目標とした「育児休職取得率 30％

以上」を達成しました（表 1）。 

 

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 

0.9％ 5.9％ 7.2％ 51.1％ 

表 1 男性の育児休職取得率（実績） 

 

 目標の達成を受け、部署の体制や業務の状況に依らず対象者全員が育児休職を取得しやすい社内風

土醸成と体制づくりをより一層促進するため、「男性の 15日以上の育児休職取得率 100%」というチャ

レンジングな目標に引き上げます。これは、男性の育児参加を促し女性活躍を推進することで、社員

の仕事と生活の両立を支援し、個々人のやる気・能力を向上させ高い成果を創出することが狙いです。 

 

 日本触媒は、2030 年の目指す姿実現に向け、3 つの変革「事業の変革」「環境対応への変革」「組織

の変革」に取り組んでいます。「組織の変革」では、男性の育児参加の推奨をはじめとするダイバーシ

ティ＆インクルージョン の取り組みを推進し、多様な人財が活躍する組織を目指します。 

 

以上 

 

日本触媒について： 

1941 年の創業以来、自社開発の触媒技術を核に事業を拡大。酸化エチレンやアクリル酸、自動車用・

工業用触媒などを世の中に送り出し、現在では紙おむつに使われる高吸水性樹脂で世界１位のシェア

を誇っています（当社調べ）。日本触媒は「テクノロジー（技術）」を通じて「アメニティ（豊かさ）」

を提供する、という企業理念「TechnoAmenity」のもと、グローバルに活動する化学会社です。 

https://www.shokubai.co.jp 
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【問い合わせ先】 

株式会社日本触媒 コーポレート・コミュニケーション部 

TEL:03-3506-7605 〒100-0011 東京都千代田区内幸町 1-2-2 

E-mail: shokubai@shokubai.co.jp 
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